
 

     
柏市立田中中学校  保健室だより     

令和４年１月号   文責：養護 中原 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

希望や願いをこめて令和４年がスタートしました。３学期が始まり３週間ほど経ちますが、 

元気に生活できていますか？  

 一時落ち着いたかと思われた新型コロナウイルス感染症ですが、年明けからまた猛威を振るっ

ています。皆さん、体調はいかがでしょうか？ しつこいようですが、手洗い、手指の消毒など

をこまめに行い、マスクの着用、換気、健康観察などを忘れずに、感染予防を心がけて生活しま

しょう。風邪のような症状がある時や、体調が思わしくない時には、無理をせず、十分に休養を

とってくださいね。 

 

【脊柱側弯症第二次検診のお知らせ】 

2 月 9 日(水) 午後１４時半頃～田中中体育館脇の検診車で行います。 

対象者：1 年生⇒12 月の検診で二次検診の対象となった生徒    

2・３年生⇒昨年の検診で 1 年後に再検査と言われた生徒 後日連絡します。 

 

 



 

 

人間には、体温を調節する能力があるので、多少の外気温の変動に対しては体温を維持して 

健康を保つことができます。しかし、この持って生まれた体温調節の力だけで、気温の変化に 

対応することには無理があります。そのような時、私たちは衣服や冷暖房を利用して体温調節 

を助けています。特に、衣服を着たり脱いだりすることは環境にも安全で、手軽で、個人の差 

による対応も可能なのでとても良い方法です。 

足を出して生活すること・・・どうして良くないの？ 
 

北風が冷たく感じられる季節になりました。校舎内にいても身体は寒さにより冷え

てきますね。 

学校では、ジャージのズボンを履かずに足を出して生活している人を多く見かけます。

見るからに寒そうなのに、 

「寒くないです！！」「ハーフパンツでいる方が好きです。」 

「ジャージのズボンは格好悪い！」という人も少なくありません。 

足を冷やすことの何がいけないのか・・・ずばり、 

足が冷えると、全身が冷えてしまうからです 

身体のためには、お腹や上半身を温めることよりも、下半身を温めることが、とて

も重要です。とりわけふくらはぎは、第 2 の心臓と呼ばれ、つま先まで流れ落ちてき

た血液を心臓へ戻すことを行う大切なポンプの役割をしています。 

下半身が冷えると、冷たい血液が足から全身に巡ることになってしまいます。また、

肌が出ていて冷えてしまうと、それ以上に足が冷えないようにと脂肪でカバーしよう

とするため、ふくらはぎや太ももが太くなる原因になります。何よりも、全身が冷え

ることにより、体力の低下を招き、感染症にかかりやすくなります。 

「寒くても大丈夫！」と無理をしている人は、考え直してくださいね。気温が低い時

に全身を温めるには手足を温かくすることが効果的です♡ 

 

 

  

 

 


